
葡

上米

紹

介

瀧
川
置
次
郎
氏

｢
斉
明
朝

に
誘
け
る

東

北
経
路
補
考
｣
(
史
学
灘
華

ハf

LJ1

田

月
賦
,
宏

氏

｢
斉

明
紀

『
渡

島

』
再

論

-
滝
川

博
士

の
批

判

に
答

え

る
t
｣

(
同
誌
六
と
-

〓
)

原

話

の
二
詣
女

中

､
前
席

は
薄

日
ノ

t
示
､
空

売

｢
育

明

朝

に
お

け
否

南

北

謹

帽

｣
へ『
食

市

』
所
収

､

相

加

二
八
年
)

rr,
碍
喪

Y
J
刈
た
新
読

-
有

明
詑

五
宣

三
月
第

の
援

寺
羊

蹄

は
北
海
蓮

の
莱
市

な

り

-

か
て

の
掩

モ

学

帯

に
容

カ

わ
れ
な

い
こ

と
J
こ

と

に
古
代

史
1TE<D
話

合
韻

の
論

｣＼
集

『

幣
責

』

に
書

く
無
視

y
)
射

て

い
ち

こ

と
石
屑

し

こ

J
の
綾

の
青

森

県
淫

整

増
万

乗

姫
路
垂

の
扇

軍

を
如
立

て
補
,T
E1.さ

射
た
｣
も

の
で
節
′リ

､
演

者

は
か

っ
て

｢
阿
癌

化
憲
実

の
渡

島
連

征

に
rr
い
て

｣

(
日
東

L
史

上/J
八
)
竃
驚
属

さ

れ
J

要

に
ま

た
前

表

『
堅

頚
』
中

に
モ

｢
古
代

輔
車

)′二
･
I-
rこ

と
額
て
′
笥
論
考

首
ヘム
に
さ

刈
た

田
名

瀬
氏

が
､

二

の
滝

里

氏

の

｢
補

考
｣

に
こ
た

､丁二
J
･僻
.k
Ji
と
し
て

旧
態

-

食

右

手
掃

け
津

軽

地
方

-

･
を
寺

J･e
さ
る
石
-
得
な

い
こ

と
言

再

論

さ

九
た

も

の
で
布

石

C

周
知

の
軸

く
､
阿
倍

比

罪
責

の

東

尾

俊

哉

濠

征

txJ
ほ
立

至

石

膏

朗
託

四

･
五

二

ハ
茸

の
記
事

に
つ

りJ
て
7Z
J
書

記
記

等

の
信

黄

性
I

こ
と
に
大
化

尺
嶺

の

部

台

に
つ

い
て
の
子

弟

I

を

は

か
石
戯

封

と
し
て

､
或

い
ほ

､
轄
責

t
J
7
ィ

r*
と

刀
而

席

を
薦

克

ち

r
C

の
寺

飾

周
り

ヒ
し
て

ー
早

く

か
Iの
注

目
さ
れ
.

研

究
さ
れ

て
来

た

の
で
あ

否
が

､
今
回

の
両

氏

の
論
立

は

~
斉

甲

記

の
U
.判

北

判

に
つ

い
て
は

同

じ
立

場

で
､
比
罪
責

の
竜

征

水

ほ
ぼ

書

紀

の
記
事

に
革

い
来
襲

で
行

わ
れ

だ

と
解

し
て

万
､り
･S

ち

の
で

､
鶴
亀
で
は
学

の
臭

に
は
ふ
丸
す

､
モ

(
ば
､n
有

周

東

-･
渡
鳥

･
接

巧
手

師

屯

で

功
柁
定

増
だ
南
す

笥
部
分

i;rJ
中

心
V｣
し
て
両
氏

の
読

手
】
弱
介

し
薄

い
一
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た
所

で
奉

っ
て
J
船

唯

を
虞
泊
せ

し

･S
W

に
傍

な

百
港
湾

で
あ
,k
b
と
栗

に
､
聾

蜜

の
髄

で
あ

り

.
且

っ
軍
帝

の
食
剥

き
寄

食

で

も
補

完
し

碍

丁台
場

軒

で
寄

っ
た

と
考

え

ね
ば
な

ら
な

い
C

と
す

加
は

､
(
)
の
有

向
浜

に
比
定

可
能

な

モ
の

誓

箆
ぺ

･
,*
･滴

･
亀

沢

･
十
三

･
小
泊

二

二
贋

望

八
苦

て

あ
否
加

､
能
代

は
淳

代

ヒ
表

頂

さ
れ

て
耳

明
紀

に
存

在

す

る

の
r:I/
有

馬
換

で

は
な

い
C
残

石
五

滴
を

実
碓

月
び
海

軍
守
判

か
-り
頒
討

寸

射
ば

､
篤
周

'
前

もTm
の
如

き
北
征

の

匝

臭

と
し
て

の
立

碓

専
僻
を
全

て
満

た
し
て
い
る

の
ilJ
十

ヽ
＼
.ヽ

l･
ヽ

三
湊

し
か
な

い
Q

L
か

モ

､
肩

簡
浜

は

了
ル

マ
の
漢

と
剖

ん
で
も

J75
い
筈

で
あ

る

Q
r
J
の
フ

ル

ryrは
十

三
寄

附
淀

に

あ

っ
た

魅
邦

LS
名

｢
廼

触
蔀
｣

(

江
濁
音

J
江
涜

渦

I
Tf

向

)
に
強

い
o
即
ち

.

エ
ル

マ

､
イ

ル
マ
ほ

ア
ル

マ

の
敦

と
席
え

わ
れ

石
C

そ

し
て
十

lニ
潟

の
北
岸

の
相

内

の
台

地
､

即
ち
中

世
卓
東

氏

の
福
島

播
種

の
あ

巧
言
塊

こ

ぞ
比
等
iK

加
有

向

嬢

で
陣
営

官
営

左
官
班

で
あ

･kl
,つ
｡

処
で
J
(
)
の
十

≡

ガ
､け
尊

か
沖
合

い
に
出
刺

は

北
漬

す

石
大
潮

が
あ

リ

J
rJ
弟

に
零

封
は
易

々
LJ
し

て
北
海
頚

神

頑

時

に
産

す

る
二

二
屠
あ
た

り
か

､打
､
津
恵

海

峡
を
東
流

す

石
潮
涜

言
様
斬

し
て
お

前

tこ
涛

石

(
)
と
は

､
和
船

で
は

国
難

で
寿

tO
-

従

っ
て
比

賢
夫

坪
青

森

に
赴

く

こ
と
は

潮
淀

の
同

債
か
･望
ち

っ

て
到
底
毒
-冗
,り
れ
な

い
(
)
と
で

､

｢
鞘
新
鮮
賓

｣
か
,｢各

種

恨
事
｣

の
誤

記

で
･
塘

向

即
ち

･ワ
ト
7

･L
ー

つ･

着

森

の
善

知
鳥

で
あ

r勺
と
い
･つ
税

の
細
さ

ー
言
葉

の
苛
戯

-

)
o
振

っ
て

1
円

入
竃

は
多
分
北
海
尊

の
ね

前

･
江
享

1L7
面
r..J市

｢
-I"

漢

に
､
こ
の
内

大
嶺

に
軍

1
た
時

に
照
責

が
貰
所

と
す

る

こ
と
宅
す
す
空

に
蹟

方
羊
蹄

口
食
･iE
･町

に
外

な

ら
な

い
o

(
J
の
積

斉
章
蹄

は
盲
寒

､ン
-

(
シ

と
諺
も

こ
と

に
な

っ
て

.I._,
石
が
､
こ
れ
は
顔
万

有
l
/ン
リ

へ
と
訓

読

L

J
羊
蹄

宅
ペ

ウ

ラ
イ

と
音
読

す

べ
き

モ

の
で
､
シ
ソ

{
は
シ
り

パ
山

の

ヒ

ン
タ
ー

ラ
ン
ド
を
指

し
､

Y
ウ

テ
ィ

良
シ
=
-
パ

山
幕

の

撃
落

イ
寸
与

を
指

す

｡

シ
り

パ
S
h
己
声

は
7
ー

マ
藷

｢
岬
｣

の
蕎

J
イ

iT
チ

Y
L
OLLL
T21

7
イ

マ
話

｢
蛇

貫

き

具

｣

の
意

で
J
シ
り

ペ

･
イ
iT
/十
は
シ
り
パ
な

与
太
碓
名

ヒ
イ

7
4

㌢
ち
小
用
名

の
複

合

下
市
リ

､
余
市

が
ア
イ

ヌ
告
イ

丁
与

よ

り
摩

っ
た
こ
と
味
喝
わ

か

で
萌

す

か
わ

Jt′､後

方
羊
蹄

は

命

市

町
に
外
な
＼け
な

い

つ
梶

っ
.rJ
､
勿
論

､
寝

点

は
北
海

層

で

､
倒
iTJ
は

.
続

日
東
尭

養
老

四
互

正
月
奈

に
見
之

石

｢
渡
島
淳

宮
清

司
L

l
JF
津

舞
海

峡
雇
清

新

し
て
北
海
蓮
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と
浮
草
半
島
向
を
葎
嶺

す
石
船

の
寄
書
揚
言
監
賓

丁
石
官

可
｣

と

解
取
す

re
の
が
正
し
い
覇
架

で

万
石
｡

以
上
か
滝
川
氏

の
諺

で
市
石
か
､
こ
封

に
対

し
て
田
名

網

の
序
論
き
刈
弓
哩
は
次

の
如
く
.Lt/
お
ろ
O

日
本
書
紀

将
境

目
本
紀

に
男
た
ち

｢
涛
烏

｣
iH
北
海
頚

東
郷

l
舷

に
妄

易

に
信

せ
ら
れ
て
い
た

が
､
こ
刺
か
秋
田

_yh
北
津
軽
地
溝
壬
大
体
姑

し
て

い
TLb
r
)
と
は
､
津
田
博

士

か
す
で

に
論
証

F
.)九

た
寧
リ
で
布
石
｡

こ
机
を
清

川
氏
は

｢
色
昭
嶺

で
史
羽
石
易

て
い
石

｣
,I,yJ.:_,fr
T勺
か

､
(
)
の
ib

･つ
な
異
論

の
生

ず
rQ
の
T｡_
見
解

の
確
竜

)J
い
､つ
オ

ー寸
な

い
e

従

っ
て
'
刷
之
ば
前

掲

の

｢
湧
島
津
薩
津
司

｣

モ

｢
涛
畠

の
津
軽

の
淳

の
司
｣

で

｢
潰
患
他
方

の
軍

賢
の
毎
否
港

に

寓
居
さ
れ
て
い
た
宮

司
｣
と
辞

し
て
宣

告､
之
古

い
｡

次

に
績
万
羊
蹄

に
つ
い
て
は
､
ン
-

へ
･
イ
ラ

ク
イ

と

い
う
密

琢
方
を
は
iJ
め
と
し
て
清
川
汽
S:認

周
蔵
青
草
蹄

と
余
市

と
JhJJ
藷
び
つ
け
ろ
烏

の
附
会

の
誼

y
J
L
.G/A
思
わ
れ

な

い
｡
青
喝
｢q
J耳
先

に

一･D
丸
は
､
比
害
末
永

大
等

喝
禄

し
､

神
号
繁

っ
た
場
所

(
｢

一
所
｣

ヒ

泰
詫
き
･TT
て

い
石

｡

津

川
氏
は

こ
封
書
萄
向
漠
)

｣
解
す
写
'j

L
I
羊
己
か
<
漕
泰
･

淳

代

･
常

田
の
何
れ
か

の
地
方
で
布
石
(
)
と
は
明
Jn
か
で

あ

る

(
r
J
r)
に
1才
清
畠
と

い
う
表
現
は
な

い
の
で
､
渡
島

か
付
利
の
讐

ぐ
布
石

か
と

い
う
こ
と
に
ほ
的
傾
が
な

い
)
｡

yJ
し
て
内

T(
簡

LJ
貰

っ
た

と
い
う

の
は
事

も
な
げ
に
書

か

れ
て
Jj:
リ
､

r
f
所

L
i
)
い
う
場
所
か
､り
遷
く
脊

刈
た
所

の
寸

つ
に
は
覇
t
),e
lL
匂

い
｡
ま
た
､
療
育
羊
蹄
首
政
所

V
Lす

{
L
と
い
＼つ
鰐
葬

の
達
吉

は
肉
ス
鴇

で
な

さ

れ
た
も

の
で
万
石
か
､け
､
肉

入
電

と
顔
方
羊
蹄

ヒ
ほ
こ
か
ま
た
轟

く
海

部
て

い
な

い
て
解
き

･T
ふ

な
る
ま

い
｡
同
人
番

に
至

っ
た

の
は
麻

に
よ
っ
た
､叩
し
く
AJ
な

い
.

在

っ
て
J
後
方

羊
蹄

は
淫
転
空

々
と
考
,つ
ぺ
吉
子
雪
三

国

帝
に
津

田
博

士

は
(
)
刺
を

了
イ
ry
藷

(ル
S
警
さ
ー
P

R
T
I

大
河
の
兼

rt,
､
岩

木

河
か
＼つ
菜
だ
名
寄

で
は
布
石
ま

い
か

､
と
)
｡

′

決

に
有

儀
装

に
つ
い
て
は

､
有
明
四
女

難

望
X
章
を
率

直

に
読

番
は
J
肩
向
菜

で
大
智

し
た
晴

は
'
在

服
戦

は

L

絵
素

｣
､
笹
船

は
爵
EZ7
滴

に
廃
油

し
て
い
た

の
で
あ

っ
て
､

萄
周
暴

け
.5L･凝
泊
地
で
は
な

い
Q
従

っ
て
･
東
沖
兜

の
席
田

浦

L
J･巷
止で

､
な

い
慮

汀
だ
海
浜
で
あ
る
と
着
え
丸
は

よ
い

の
で
あ

っ
て
､
売
主

て
(
)
右
を
港
湾

に
の
疎
音

め
る
佃
撃

は
キ

い
｡

T
TFJ
た

/
.HJ
L
滴

り
諸

に
絞

っ
て
有
岡
漢
書
軍
衝
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の
轟

泊
印

と
偶
ま

し
て
も
､
雪
捜

S
tJ!.,叩
征

の
Eml
に
舟
下
県

垂

の
場
所
加
蛍
ぼ
れ
た

か
と
､つ
か
良
房
同

で

､
謹

書

≡
善

の
場
軒
を
食
廉
な
く
さ
れ
る
暢
全

車両
り

得
育

｡

猛

C
て
'

｣止
姫
煮

僻
か
､り
地
兵

を
比
定

て
る

こ
と
7.1.
､
参
考

と
は
な

石
畑

､
き
頻
て
に
は
な
､り
年

目
｡

収
上
が
日
名
節
氏

の
斉
論

で
布

石
〝
二

の
両
寵

の
優
劣

月
非
を
沃
寸
恵

こ
と
は

､
魅

の
度

で
は
な

/＼
､
ま
た

学
の

場
所
で

J.)
を

'I
tリ

た
督

､
()
の
婚
彊

措
何
雄
か

り
笠

l1
'た

か

､
と
い
う
卓

に

つ

い
て
若

干

-/(
7<
て
層

き
乗

じ

｡
1
I申

し
て
⊥J
J
i
,れ

t
～,5
.征

の
現
を

ナJ
鹿
桶
積

に
考

え

ち
か

と

い
､つ
大
局
観

の
娼
竜

に
つ
い
て
.i.iJ
は
音

.∫､

∫

日
直
碁

的

な
斉

昭

E
]
･
三
年

免

の
竜

空
力
が

い
か

L
7.雫

石

か
を
整

理

し
て
層

き
た

い
と

い
､つ
に
外
を

､り
な

い
ハ

志

の
為

に
.)Tn
壊

部
分
音

渇
け

て
置

こ
JC.u

〔斉
昭
E
L
五

匹
月
舘

〕

阿
陪
臣

空

耳
鮎

師

一
百
八
十
重

雷
撃

誓

蹄

新
島
将

二

_

Lトノ(
]丁

･=÷マ

郡
畷
責
肇
発
毛
毎
t

於
製
革

博

丁
厚

東

於
既

E
3滴
.
Q

前

田

解
毒

尉
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